
【目指す子供の姿を五者で共有】実践例第２章

地域行事への参加を通して育てたい資質・能力を育成する取組
～宇城市立小川小学校～

学校・家庭・地域で育てたい資質・能力を共有し、生活科及び総合的な学習の時間の学び
発信の場として、地域行事である「小川初市」に各学年が参加する取組を行っている。

ＰＴＡ総会や教育懇話会(熊本版ＣＳ)等
の機会に、学校が育てたい資質・能力につ
いて取り上げ、保護者や地域の方々とも目
指す子供の姿を共有しています。
特に、地域行事である「小川初市」への
取組では、各学年が工夫を凝らして参加し、
地域の活性化につながっています。
また、生活科及び総合的な学習の時間等
に子供たちが地域の方々に学んだり、活動
内容の計画を立てたりしながら、ふるさと
を再発見する活動を通して、「問いをもち、
自ら学ぶ力」「自己をみつめ高める力」
「自他を大切にする力」「自分の思いを伝
える力」の育成につながっています。

【地域行事「小川初市」での児童の様子】

【目指す子供の姿を五者で共有】実践例

重点的に育成を目指す資質・能力の育ちを支えるツール「室っ子ぐんぐん
ルーブリック」のアップデートを見据えて、五者が一堂に会し、目指す姿を
共有する取組

～ 大津町立室小学校～

重点的に育成を目指す資質・能力について、学校からの一方向の発信ではなく、児童
を中心に据えて相互に意見交換し、「自分ごと」としながら共有する取組を行っている。

地域の方から学校や子供たちへの思い
や期待について語っていただいた後、県
立教育センター指導主事のファシリテー
トにより、児童、家庭、地域、行政、学
校の五者によるグループワークを行いま

した。学校の良さや課題、これから取り
組めること等、活発な意見交換ができま
した。五者が互いに顔見知りになる温か
い空気の中で、皆でつながりながらもっ
と素晴らしい室小を創り上げていこうと

いう思いを共有しています。
※「室っ子ぐんぐんルーブリック」については、

Ｒ２事例集（第２章）で紹介。
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【五者によるグループワークの様子】



【目指す子供の姿を五者で共有】実践例第２章

地域とともにある学校づくりを推進するための、五者連携によるコミュニ
ティ・スクールと地域学校協働活動との一体的な取組

～玉名市立玉陵小学校・玉陵中学校～

小中学校共通の学校教育目標「故郷を愛し、未来を切り拓く力を備えた児童生徒の育成」の
実現を目指し、児童生徒・教職員・保護者・地域住民とともに学校や地域を美しくする地域貢
献の取組を行っている。

毎月１回、環境スクールボランティアを
実施し、学校内外の環境整備活動を行って
います。更に、小中合同で『おもてなしフ
ラワープロジェクト』を立ち上げ、子供た
ちが育てた花を駅や総合病院に届け、子供
たちと地域住民で世話をしています。
学校運営協議会や子供たちと地域住民と
の交流会等では、活動の振り返りを大切に

しています。その中で、地域の祭りやボラ
ンティア活動へ参加する人数が年々増加し、
「してもらう」だけでなく、地域に貢献し
ようとする子供たちの姿勢が見られるよう
になったと評価をいただいています。
また、日常的な取組として、朝の活動後
に、地域の方々と子供たちで活動の振り返
りを行い、更なる充実につなげています。

【小中合同で花植えをしている様子】

【目指す子供の姿を五者で共有】実践例第２章

コミュニティ・スクールの日（町が設定）に、学校運営協議会が中心となって
実施する小中合同防災教室についての取組

～氷川町立宮原小学校・氷川町及び八代市中学校組合立氷川中学校～

氷川中学校区拡大学校運営協議会（ＣＳ）主催の小中合同防災教室を各地区公民館で開催
し、児童生徒、ＣＳ委員、小中ＰＴＡ地区委員、区長、民生委員・児童委員、主任児童委員、
消防団、教職員が一堂に会し、各地区の危険箇所や地域の状況に応じた内容を関係者で話し
合い、シェイクアウト訓練等の実践を行っている。

氷川中学校区では、五者が連携し、防災・減
災に向けて主体的に判断し、協働的に行動する
子供の育成に取り組んでいます。学校の教育計
画との関連を図り、毎年改善しながら取り組ん
でいます。昨年度から各地区で分散して開催し、
地域の状況に応じた学習内容を決定し実践しま
した。ＣＳ委員が進行役となり、ＰＴＡ地区委
員、消防団員、教職員などが、各地区の関係者
で話し合った活動を分担して行いました。役場
からは町で備蓄している防災食を提供してもら
い、家に持ち帰った後、家庭での話題にしまし
た。活動のまとめでは、ＣＳ委員や区長等によ

る話を聞いて考えたことで、地域で防災・減災
を考える機会となりました。【小中合同防災教室の様子】



【目指す子供の姿を五者で共有】実践例第２章

育てたい資質・能力を教員と生徒で焦点化・共有化した取組
～阿蘇市立阿蘇中学校～

「阿蘇中学校グランドデザイン」で示している教育ビジョン「夢をもち、仲間とともに、高め合

う」に関連した「育てたい５つの資質・能力」の中から、教員と生徒での議論を通して３つ（主体性、

協働性、創造性）に焦点化し、目指す姿として共有化を図っている。

グランドデザインで示した５つの資質・能力の中から、教員と生徒（生徒会）で議論

を重ね、３つの資質・能力に焦点化し、目指す姿を具体的に設定しました。

各専門委員会（生徒会）が、これらの資質・能力を意識した取組の提案を行い、各行

事や授業における振り返りの観点として設定しています。

例えば、生活・美化委員会の「服装規定の見直し」、学習委員会の「学習道具管理」

等の取組についても教員と生徒会が協働しながら進め、資質・能力の育成に向けた生徒

の主体性や意欲を高めることに効果が見られています。

【教員と生徒で協議し、焦点化した３つの資質・能力】

【国語の授業における振り返りの観点】
【教員と生徒会との議論】



【目指す子供の姿を五者で共有】実践例第２章

「すべては次代を担う子どもたちのために」という教育立町の理念のもと、五
者が連携・協働する取組

～芦北町教育委員会～

子供たちのより良い成長に向けて、学校現場（子供と教師）だけでなく、家庭、地域、行政
を含めた五者が連携・協働できる取組を行っている。

教育委員会が小中９年間を見通した目指す子どもの姿を整理し、「小中連携における目指す
子ども像の系統表」として全ての学校で保護者に配付しています。
また、町広報誌に掲載し、子供の成長を町全体で支えられるように啓発を図っています。
この「小中連携における目指す子ども像の系統表」をもとに、各中学校区では小中連携の取
組が充実してきています。小中学校で同じ目標のもと学力向上や生活習慣の確立に取り組むな
ど、９年間を見通した実践につながっています。
さらに、町役場関係５課（教育課、スポーツ・文化振興課、コミュニティセンター課、福祉
課、健康増進課）とも連携し、課題の共有を行っています。


